
２０２３年度「もくせいサテライト教室」（１月）を開催しました。    

   

   

１月１７日（水）明石市立少年自然の家において、第７回「もくせいサテライト教室」を開催

しました。 

今回も、定員の２０名を超える申し込みがあり、たくさんの児童生徒が参加し、調理体験（う

どん入りの豚汁・焼マシュマロ）をしたり、参加者同士で交流したりすることができました。ま

た、保護者の方が１３名見学・参加されました。そして、参加児童生徒が通う学校の先生が２名、

活動の様子を見に来てくださいました。 

今回の調理体験は室内（実習室）で実施しました。１グループ７～９名でそれぞれのグループ

分の豚汁を作りました。まずは、野菜の皮むきをしたり、いちょう切りにしたりして具材の準備

をしていきました。低学年の児童もスタッフやグループの年上の子に教えてもらいながら、ピー

ラーを使って上手に皮をむいていました。猫の手をして包丁で野菜を切ることも安全に気をつけ

て体験することができました。大根、人参、玉ねぎ、じゃがもをグループで協力して、短い時間

で上手に鍋の中に入れていきました。具材の準備ができたらお湯を沸かし、野菜が柔らかくなる

まで煮込みました。具材が多かったこともあり、なかなか時間がかかりました。その間、灰汁を

取ったり、鍋の中の様子を見たりしながら、参加者同士で交流するなどして過ごしました。だん

だん野菜が煮えてくると、早く食べたいと楽しみにしている表情が見られました。みそを入れ、

最後にうどんを入れて完成しました。食べている時には、「自分で作ったから特においしい」とお

かわりをしている子どもたちがたくさんいました。参加された保護者も一緒に調理をするなどし

て、子ども達の活動をフォローしてくれました。 

食べ終わってから、みんなで協力し、後片付けを素早くきれいにすることができました。後片

付けの後、楽しみにしていた「焼マシュマロ」をしました。バーベキューコンロに火をつける時、

落ちている枝や食べる時に使った割り箸などを集め、燃やすための材料にしました。火にマシュ

マロを近づけ、いい焦げ目を作って食べながら「あまくて中がとろけていい感じにできた」と満

足そうな表情が見られました。 

 

次回は、２月２日（金）「明石市立少年自然の家」で『工作体験（藍染体験）』を計画していま

す。今年度最後の「もくせいサテライト教室」になります。 

【教育委員会事務局 児童生徒支援課】 


